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竹中　功さん
1959年，大阪市生まれ。同志社大学法学部法律学科卒業，同志社大学大学院総
合政策科学研究科修士課程修了。1981年，吉本興業株式会社入社。宣伝広報室
を設立し，吉本総合芸能学院（よしもとNSC）の開校や，なんばグランド花月
などの開場にも携わる。株式会社よしもとクリエイティブ・エージェンシー専
務取締役などを経て，2015年退社。現在は「謝罪マスター」としての活動の傍
ら，株式会社フェザンレーヴの特別顧問を務める。著書『よい謝罪』，『謝罪力』
（ともに日経BP社），『お金をかけずにモノを売る広報視点』（経済界），など。
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[取材･文］   原　正紀
株式会社クオリティ・オブ・ライフ代表取締役，株式会社スマートバリュー社外取締役，特定非営利活動法人キャリアコンサルティング協議会常
務理事・事務局長，高知大学客員教授・経営協議会委員，成城大学非常勤講師，中小企業診断士。早稲田大学卒業後，株式会社リクルートを経て
起業し，人材ソーシャルビジネスを展開。著書『定年後の仕事は40代で決めなさい』（徳間書店），『インタビューの教科書』（同友館）など多数。
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原 ：吉本興業から独立後，「謝罪マスター」として
活動する傍ら，企業経営にも携わっておられま
すね。
竹 中：個人では謝罪マスターとして，執筆，講演，
研修講師などの活動をしてきました。特別顧問
として関わっている株式会社フェザンレーヴは
30名ほどの広告代理店で，全員がクリエイター
であり，営業でもあるという会社です。今後は
DXや地域創生などのビジネスを伸ばしたいと
いうことで，社長を務めた後，現在は特別顧問
として参画しています。
　 　地方創生には，よしもと時代から積極的に関
わっていました。東北６県の責任者として仙台
に住んでいるうちに，地域の仕事が増えてきて
仙台から会津若松に引っ越したほどです。その
昔，朝鮮人参で儲けた奉行が会津にいたので，
今度はお笑い芸人で街を活性化させようと，地
域創生の中で「会津藩　お笑い奉行」を命名さ

れ，よしもとの資源を生かせたらと思っていま
した。お笑いは，その土地ならではのスタイル
があります。東京一極だけで成功者というのは
違うと思い，地方からお笑いを創ろうと考えて
取り組んでいました。地方の文化や食も笑いの
題材になるので，地域創生は面白いと思ってい
ました。
　 　個人的には，DXは得意な仕事ではありませ
ん。やるべきことを検討して，公共などの仕事
にもコンテンツやネットワークを生かして入っ
ていこうとしています。たとえば，「LocatoneTM」
（ロケトーン）というソニーが開発した技術でサ
ウンドARTMを入れたヘッドホンで，外の音も
聞きながら街案内をする企画もうまく進んでい
ます。先日は，小説を音楽にするユニット
「YOASOBI」の「大正浪漫」という曲を使って，
大正ロマン的な街を探し，ロケトーンを使って
地域を紹介する企画などを行いました。
原 ：「謝罪マスター」が生まれた経緯を教えてくだ
さい。
竹 中：よしもとでは長く広報をしており，メディ
アを回って記事に載せてもらおうと動き回って
いました。40年ほど前の当時は，広報という部
署が企業内にあまりない時代でしたし，新聞社
に「演劇担当」の記者はいても，「演芸担当」はい
ませんでした。だから，ボクが勝手に「演芸記
者クラブ」を立ち上げて，記者たちを巻き込ん
でいきました。いろいろと情報提供をしていく
うちに，記事にしてもらうコツを覚えて広報ら
しくなっていきましたね。
　 　そうしているとトラブルも起こるようになり，

　吉本興業で約35年間，広報マンなどを務めた竹中さん。所属芸人の不祥事への
対応もこなし，「謝罪マスター」というオンリーワンのポジションを築いた。現在は
講演など個人での活動の傍ら，企業経営にも勤しんでいる。そのキャリアデザイン
について聞いてみたい。
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